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することで “ 認め合う ” ことをより実感させること
ができた」という意見が多い傾向が見られた。
○生徒指導の三つの機能を意識しながら指導にあたっ
たことは意義深かった。この活動を通して「誰の何
のための活動なのか」「何を生徒に学ばせるのか」
「目的は勝つことか，学級づくりか」「どのような集
団づくりをするのか」など，これまで深く考えずに
指導にあたっていたことを省察する機会となった。
○このような取組は，教員の研修になると感じた。特
別活動に指導書はなく，本実践のような詳細な指導
計画は特に若手の教員にとって一つのモデルにな
ると考える。また，年齢・キャリア・特性に応じて
各教員がカスタマイズしながら指導にあたること
もできる。
▲コメント記入など，教師の労力は個人的にはそれほ
どでもなかったが，全教員がそうとは限らないと思
う。
▲時間設定に難しさがあった。生徒の振り返りについ
ても十分に深めたかった。学級，学年の取組では限
界があり，タイムマネジメントなど学校全体での取
組が必要ではないか。
▲教員間（今回は音楽科教員）の連携が必要。音楽科
教員が関わり，音楽の授業における指導と学校行事
との連動ができればより効果的になったと考えら
れる。音楽科の授業において，放課後の練習におけ
る技術的なポイントや方法等を明確にすることが
できれば，生徒同士の意見交換や協力体制づくりも
円滑になり，取組の効果が高まると感じた。
⑵個別の配慮を要する生徒（別室登校生徒）への授業
を通した適応支援
①概要
生徒の自己指導能力の育成に向けては，全生徒を対
象とした指導が求められる。Ｘ中学校では，個別の配
慮を要する（不登校・別室登校）生徒に対し，スクー
ルカウンセラーや町の適応支援教室などと連携してそ
れぞれの生徒に応じた段階的な指導・支援を行ってお
り，一連の取組を図１に整理した。本実践では，登校
はしているものの，教室には入れず別室で学習を行っ
ている生徒への支援に重点を置き，働き掛けの一つと
して技術科「加工に関する技術」の授業における，教
室の整理整頓に必要な小物入れや本棚などを製作する
学習に取り組んだ（表₄）。主体的な課題設定による
写₁　生徒の作品（本立て）
図₁　個別の配慮を要する生徒への段階的な指導・支援
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学習意欲の喚起や「公のための製作」をテーマにした
製作による学級への帰属意識，所属感の高揚をねらい
として週₁時間，全12時間の授業を実施した。
②生徒の変容と継続的な取組に向けて
学習カードによる振り返りや取組状況の見取りか
ら，回数を重ねる度に学習意欲が向上している様子が
見られた。作品完成後（写₁）は，学級での活用状況
やクラスメイトの声をフィードバックするとともに，
真摯な取組に対して教員から大きな賞賛を与えた。以
前より部分的に一斉授業に参加していた生徒Ａ（₃年
男子）は，実践の中頃から教室ですべての授業を受け
るようになった。また，生徒Ｂ（₁年男子）は，「校外
体験学習（総合的な学習の時間）」に参加してクラス
メイトとともに活動に取り組むなど，本実践が当該生
徒の自己存在感の高揚につながるとともに，人間関係
形成を助長させる効果があったと考えられる。一方で，
このような取組を単発的な実施でとどめることなく，
生徒の心情の変化や他生徒との関係の変化について適
切にアセスメントを行い，次の活動に向けた指導の手
立てを図っていくことが求められる。教員間の共通理
解のもと，各教科や特別活動を通して継続的に働き掛
けていくことにより，生徒の自己指導能力が育まれる
ものと考える。
₃　自己指導能力の育成に向けた教員の学び合い
「積極的生徒指導の多面的な展開」を有機的に結び
付け自己指導能力の育成を図っていくためには，教員
間の学び合いが欠かせない。生徒観や指導観の不一致
を補い，協働実践を行っていくために次のような取組
が必要と考え，実践した。
⑴既存の会議・研修会を活用したダイアログによる双
方向の学び
学年部会において，自己指導能力育成に向けた意見
交換会（₅月中旬）から始まり，意見のフィードバッ
ク（₅月下旬），実践（₆ ～ 10月），振り返り（₈月，
10月）を行った。これまでの自己の取組を省察すると
ともに各教員の取組を共有して相互に意見交換し，組
織的・積極的な生徒指導の展開を図った。日常的に行
われている指導上の情報交換や意見交換の更なる活性
化と各教員による取組の価値付けを目指したものであ
る。話し合いの中で「自身の指導を顧みる機会となっ
た」「新たな気づきを得ることができた」との感想が
あった。他教員の取組を肯定的に捉えることを主眼と
して気軽に発言できる雰囲気の中，ダイアログによる
省察が内容の充実につながったと思われる。一方で，
生徒理解や学級経営に関する意見は多く出されたが，
授業における実践は少数であった。何かしらの取組は
実施しているものの意図的ではないことや，授業にお
ける生徒指導に対しての意識が低いことなどの課題が
あげられた。なお，これらの実践では，手立て（ノウ
ハウ）に止まらず指導の背景やねらいを理論化するこ
とで，自己省察や学びの深化につなげていくべきであ
る。生徒指導に対する各教員の指導観は多様であるが，
このような取組は教員の相互理解を深めるとともに同
僚性を高めるものであり，組織的な生徒指導に向けて
欠かすことのできない取組であると考える。
⑵各教科授業における自己指導能力育成の意義
教科担任制の中学校では，生徒に関する共通理解が
特に重要であると考える。生徒理解が生徒指導の原点
であり，生徒観の相違が大きい状態では一貫した指導
が難しい。一方で，さまざまな視点から生徒を見るこ
とによって理解がより深まる。したがって，個々の生
徒や学級集団がどのような状況にあるのか，あるいは
授業における具体的な取組の様子について密な情報交
換を行い，共通理解を深めることが生徒指導の機能を
生かした授業を行う上で不可欠なことである。特別活
動や総合的な学習の時間における指導で培った生徒指
表₄　個別の配慮を要する生徒への指導計画
段階 内容 留意事項等
₁ 意欲付け 生徒の実態を把握し，オリエンテーションを実施しながらラポートの構築を図る
₂ テーマ決定 担任と連携しながら，生徒指導の三つの機能を踏まえて生徒の主体的な取組を促す
₃ 製作 生徒の実態（登校状況・学習への意欲等）に対応しながら，適宜支援・指導する
₄ 製作過程 担任や支援員と密に情報を共有しながら，肯定的評価や賞賛を与える
₅ 完成 取組を認めて賞賛しながら，これまでの取組を省察させる
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導の資質を教科指導に生かし，授業における開発的生
徒指導の展開に向けて，継続的に各教員の取組を省察・
フィードバックすることで意識付けを図っていくこと
が重要であると考える。
⑶若手教員育成におけるピアメンターの有効性
自己指導能力の育成に向けた₁学期の取組につい
て，若手層の教員とリフレクションを通した任意の勉
強会を行った。初任の教員は，同学年₄年目教員の取
組を大いに参考にして指導にあたっていた。一方で，
₄年目の教員は初任者が先輩教員の指導や助言を真摯
に受け止め実践する姿勢に刺激を受けていた。初任者
をはじめとした若手教員に対しては，学年主任や教科
主任などミドル層からの指導・支援が基本となるが，
年齢が近く，同様の立場や視点を持つピアメンターに
は悩みや不安を率直に打ち明けやすく，そのアドバイ
スや実践内容は初任者にとって手本となる重要な存在
である。人材育成やメンタルヘルスの観点からも，人
事配置や校務分掌への位置付けなどのマネジメントが
求められる。
₄　今後の課題について
前述した「実践事例」で示したように，本実践が生
徒の主体的な取組を促し，クラスメイトとの共感的人
間関係の構築や自己存在感の醸成に効果が認められた
一方で，教科指導の中で自己指導能力の育成を図るこ
とが今後の課題として挙げられる。新井（2017）は問
題行動が多様化，重層化，不視化する中で，これから
求められる生徒指導のポイントに「学びに生きる生徒
指導」を挙げ，学習指導と生徒指導の一体化の重要性
を示している。また，『家庭，学校，地域社会におけ
る社会情動的スキルの育成』（OECD 2015）は，認知
的スキルと社会情動的スキル（非認知的スキル）は相
互に作用し影響を与え合うものであり，「スキルはス
キルを生む」というように社会情動的スキル（非認知
的スキル）が認知的スキルの発達と密接に関連すると
している（図₂）。これらを踏まえ，各教科において
自ら学ぶ姿勢を育んでいくことで授業や特別活動な
ど，教育活動全般を通じて効果的に自己指導能力の育
成が図られるものと考える。
Ⅵ　おわりに
当然のことながら，学校においては学校教育目標
に基づいて授業や特別活動などの教育活動が展開され
てきた。しかし，筆者個人の経験では初任時をはじめ
教職経験が浅かった時期，年度末反省等の学校内部評
価において，「学校教育目標の達成度」を自己評価す
ることが難しいと感じることがあった。これは，学校
教育目標設定の背景やねらい，目指す生徒の姿などを
十分に理解することができなかった，あるいは理解で
きる環境が整っていなかったことが原因だと省察され
る。このような課題は，筆者に限らず現在の初任者を
はじめとした若手教員にもあてはまることが少なくな
いと考える。本実践は，学校教育目標の具現化に向け
て学校行事や特別活動，学年部会や教科部会など，既
存の活動や会議を通した教職員間の学び合いを促し，
同僚性・協働性の向上と個々のスキルアップに一定の
成果が認められた。
学校教育目標の実現に向けた様々な取組は，複雑
化・深刻化する今日的な教育課題の解決に直結するも
のであり，管理職による組織マネジメントの下「チー
ム学校」を構築しながら，課題の共通理解や指導の共
通実践といった教員間の協働を活性化させ，継続的に
「自己指導能力の育成を通した学校教育目標の具現化」
に取り組んでいきたいと考える。
図₂　認知的スキルと社会情動的スキルの動的相互作用
（OECD2015，p15）
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